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別記様式2 
副 専 攻 プ ロ グ ラ ム 説 明 書  

  

開設学部（学科）名〔    工学部     〕 

プログラムの名称 （和文） 建築副専攻プログラム 

（英文） Architecture and Building Engineering 

１． プログラムの紹介と概要 

 建築学は，建築物やそれを取り巻く環境の創造について，工学的に研究，開発する学問分野である。す

なわち，建築設計とそれに関連する都市・地域の計画及びこれらの建設のプロセスを扱い，一個の住宅から

共同住宅，様々な商店や事務所ビルなどの業務用建築，集会ホ－ル，体育館，学校など，多岐にわたる建築

物の計画的，環境・設備的，構造的な設計とそれらの配置を課題としている。その中心目標は，個々の人間

と人間社会の営みに必要な空間を確保し，制御することである。そこでは，景観の美しいデザインや使い勝

手の良さなどの機能性が図られるばかりでなく，地震や火災，風水害などに対して十分な安全性が確保され

ている必要がある。さらには，地球環境に及ぼす負荷の減少や自然環境との共生，審美的な価値や快適性の
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 別添の履修表を参照のこと。 

５．授業科目及び授業内容 

 別添の履修表を参照すること。 

 各授業科目の内容については，各年度に公開されるシラバスを参照のこと。 

６．評価 

（１）試験・成績評価 

 各授業科目における試験・成績評価基準に基づく。詳細については，各年度に公開されるシラバスを参照

のこと。 

（２）修了判定の基準 

 別添の履修表の中から，すべての必修科目を含めて，20単位以上を取得すること。 

７．プログラムの責任体制 

 建築主専攻プログラム担当教員が担当する。 

８．プログラムの受入上限数 

 ３名 

 

９．プログラムの既修得単位等の認定単位数等 
（１）他大学等における既修得単位等の認定単位数等 

 既修得単位等の認定は行わない。 

（２）広島大学における既修得単位(科目等履修生として修得した単位を含む。)の認定単位数等 

 20単位（但し，別添の履修表の授業科目のみ） 

 
【副専攻プログラム履修に関する注意事項】 
○主専攻プログラムの授業時間割の関係で，登録した副専攻プログラムの授業科目履修が制限されることがある。 

○副専攻プログラムで開設されている授業科目も，本学共通の平均評価点（GPA）の計算対象に含まれる。 
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